 地域密着型サービス　運営推進会議　報告書　

施設名：　　　グループホーム出東ララ
施設種類：　　認知症対応型共同生活介護
日　時：　　　令和6年12月　13日（金）　　14：30～16：00
会場　　：　　
グループホーム出東ララ
出席者
	出雲市役所　職員
	１名

	高齢者あんしん支援センター　職員
	１名

	地域住民代表
	4名

	その他（理事長、事務長、施設長）
	3名







１・あいさつ　法人理事長
２・自己紹介
３・施設からの報告
４・出席者からの意見

【運営推進委員】
・事故報告の中には薬についてのことがあがっていましたが、内容はどんなものでしたか。
　それにより、どんな処置をとられましたか。
【施設から】
・確認不足によるものです。マニュアルにはダブルチェックをあげており、ヒヤリハット等で
　報告があがった時には、職員会等でも周知し合っているのにも関わらず、起こってしまった。
　その職員はマニュアルの確認を怠っていた。再度マニュアルを確認し、ダブルチェックするよう
　に周知しました。
【運営推進委員】
・時間帯的に人手不足から起こった事と関連しているのではないですか？
【施設から】
・服薬時での確認は複数の職員で行う時間帯ですので、人手不足からくるものではないです。
【運営推進委員】
・人が何人いても、あるいは少なくても何度も同じような報告があることは、職員の質からくるも
　のであると思いますが。
【施設から】
・はい。今一度個別に指導していきます。

【運営推進委員】
・ヒヤリハット報告の中ですが、徘徊はどのような状況でありましたか？
　施設の近くから入所されている方が帰宅願望があったのでしょうか？

【施設から】
・近隣からの入所者でなくても、帰りたいという気持ちと、まだすることがあるのにここにいる場
　合ではない。という気持があることから、外が気になられるようです。
　ご本人の気持ちに添えるように、傾聴しながら一緒に外へ出て畑をみてもらったり、寒い時期ですので施設内で出来る仕事を提供してみたりと色々工夫はしている所です。

【運営推進委員】
・インフルエンザの状況は？　対策を行っているのか？
【施設より】
・当法人運営のこども園、デイサービス、グループホームと3施設で対策について話しあっている。　特に当施設は入居施設なので、感染防止対策は特に強化しています。また、ご家族の面会にも注意している。気を付けてはいたが、本日胃腸炎の症状が出た方があり、両棟（西、東）への行き来は現在中止している。

【あんしん支援センター】
・行事を色々行っている中で、外出行事では何に気を付けているか？
【施設より】
・外出行事では過去にはフォーゲルパークへ行っていましたが、今年秋には堀川遊覧へ行きました。
　やはり遠方ですので、交通事故には一番気を付けています。
　大きな車をデイサービスから借りて出かけますが、運転手は運転に専念できるように、添乗職員を必ずつけて行くように配置しました。
　現在、102歳の方が入居されていますが、外出行事への参加は難しいので、ご自宅へ短時間の一時帰宅を提案させていただきました。家族様もとても喜んでくださり、本人さんも表情浴過ごされました。入居者個々に添った支援を考えています。

【行政より】
・防災についてですが、防災の協定を結ばれた経緯を教えてください。
【施設より】
・この地元企業様がもともと保育園の卒園生と保護者様という関係から始まり、毎年冬季には道路や駐車場の除雪作業をしてくださっていました。ここ近年、全国各地で災害が起きており防災について注目されるようになり、この企業様からの提案により「災害時支援体制に関する協定」を
　締結するに至りました。今後の防災対策に心強く思っています。この協定については法人会報の「福祉会たより」に載せ、地元全戸に配布し理解を受けています。今回この会議にも協定を結んだ企業様にも出席いただいています。この施設状況を理解してくださることはありがたいと思っています。

外部評価の内容を項目別に施設から説明し、委員の方からご意見をいただきこの回を閉会した。


＊次回開催日　：　令和7年2月14日　（金）14：30～16：00
　対象施設　　：　出東デイサービスセンター・グループホーム出東ララ
